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中
部
地
域
協
議
会
の
皆
様
に
は
、
派
遣
協
会
の
運
営
に
つ
き
ま

し
て
日
頃
よ
り
格
別
の
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
景
気
は
こ
の
と
こ
ろ
弱
さ
も
み
ら
れ
ま
す
が
、
緩
や
か

な
回
復
基
調
が
続
い
て
お
り
ま
す
。各
種
政
策
の
効
果
も
あ
っ
て
、

雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
が
続
く
中
、
8
月
の
有
効
求
人
倍
率
は

全
国
１
・
３
７
倍
で
、
前
月
と
同
じ
水
準
（
前
年
か
ら
＋
０
・
１
６

ポ
イ
ン
ト
）
上
昇
し
、
今
後
も
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
が
国
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
構
造
的
に
生
産
年
齢

人
口
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
確
実
で
す
。
高
齢
者
や
若
年
層
、

ま
た
子
育
て
世
代
な
ど
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
持
つ
方
に
も
、
労
働
市

場
に
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
益
々
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
労
働
者
派
遣
法
の
改
正
か
ら
1
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
正
法
で
は
、
派
遣
社
員
の
雇
用
の

安
定
お
よ
び
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い
て
、
よ
り
充
実
し
た
内
容
と

な
り
、「
派
遣
」
と
い
う
就
業
形
態
が
よ
り
安
心
し
て
活
躍
で
き

る
魅
力
的
な
働
き
方
に
な
る
た
め
の
必
要
な
ス
テ
ッ
プ
と
考
え
て

人
材
派
遣
業
界
の
動
き
と
当
協
会
の
取
り
組
み　

い
ま
す
。

一
方
、
派
遣
会
社
に
と
っ
て
は
、
雇
用
安
定
措
置
や
キ
ャ
リ
ア

形
成
支
援
な
ど
が
義
務
化
さ
れ
更
に
責
任
が
重
く
な
り
ま
し
た

が
、
法
改
正
の
趣
旨
に
沿
っ
て
社
会
の
期
待
に
応
え
ら
え
る
よ
う

取
り
組
み
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
協
会
の
取
組
み
と
し
ま
し
て
は
、
派
遣
先
企
業
・
派
遣
社
員
・

派
遣
会
社
の
皆
さ
ま
へ
派
遣
法
お
よ
び
労
働
諸
法
規
に
か
か
わ
る

情
報
を
周
知
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
適
正
な
事
業
運
営
へ

の
理
解
促
進
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

会
員
向
け
情
報
提
供
事
業
で
は
、今
年
4
月
の
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
続
き
、10
月
に
向
け
て
会
員
専
用
サ
イ
ト
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
が
適
正
な
派

遣
事
業
運
営
を
推
進
し
て
い
く
上
で
必
要
な
法
関
連
情
報
を
ま
と

め
て
解
説
す
る
と
と
も
に
、派
遣
社
員
を
主
語
に
派
遣
業
界
が
取
り

組
む
べ
き
今
後
の
課
題
や
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
情
報
を
お
届
け
す

る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
予
定
で
す
。

そ
の
他
、
派
遣
元
の
皆
様
が
派
遣
事
業
を
営
む
上
で
遵
守
す
べ

き
労
働
基
準
法
・
労
働
契
約
法
・
男
女
雇
用
均
等
法
等
を
派
遣
業

務
フ
ロ
ー
に
即
し
て
解
説
す
る
『
知
っ
て
お
く
べ
き
「
労
働
関
連

法
令
セ
ミ
ナ
ー
」』
を
全
国
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

派
遣
社
員
が
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
て
い
く
に
あ
た
り
、

派
遣
会
社
が
い
か
に
支
援
し
て
い
く
か
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
協
会
で
は
、
法
改
正
に
対
応
す
る
教
育

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
会
員
会
社
が
共
同
で
利
用
可
能
な
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ａ
キ
ャ
リ
ア
カ
レ
ッ
ジ
」
を

開
発
し
、
今
年
4
月
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
既
に

１
７
０
社
を
超
え
る
会
員
に
お
申
込
み
を
頂
い
て
お
り
、
8
月
に

は
、新
た
に
49
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
追
加
搭
載
し
ま
し
た
。
今
後
も
、

会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
要
望
を
聞
き
な
が
ら
派
遣
社
員
の
キ
ャ
リ

ア
に
資
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

加
え
て
、「
派
遣
社
員
の
希
望
に
基
づ
い
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
」

を
会
員
各
社
が
主
体
的
に
支
援
で
き
る
よ
う
「
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
今
ま
で
以
上
に
開
催

地
域
や
回
数
を
大
幅
に
拡
充
の
上
、
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
取
り
組
む
課
題
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
人
材
派
遣
業
界
は
常
に
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
派
遣

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
労
働
市
場
に
お
け
る
需
給
調
整
機

能
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
が
目
指
し
て
い

る
の
は
、誰
も
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
わ
せ
た
働
き
方
を
選
び
、

生
き
生
き
と
誇
り
を
持
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
多
様
な
就
業
機
会

を
創
出
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
働
く
人
が
能
力
を
最
大
限
に
発

揮
し
、
人
々
の
力
に
よ
っ
て
持
続
的
に
成
長
す
る
活
力
あ
る
社
会

の
実
現
で
す
。

今
回
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
今
後
一
層
、
派
遣
社
員
に
と
っ
て

有
意
義
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
雇
用
の
安
定
を
実
現
す
る
と
共
に
、

我
が
国
の
更
な
る
発
展
に
貢
献
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
中
部
地
域
協
議
会
会
員
の
皆
様
の
一
層

の
ご
発
展
を
お
祈
り
す
る
と
共
に
、
引
き
続
き
倍
旧
の
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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日
本
人
材
派
遣
協
会
中
部
地
域
協
議
会
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
に

は
、
日
頃
か
ら
労
働
局
の
業
務
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

愛
知
労
働
局
で
は
、
本
年
度
に
お
い
て
次
の
三
点
を
最
重
点
対
策

と
し
て
業
務
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

1
．全
員
参
加
の
社
会
の
実
現
加
速
で
は
、
非
正
規
労
働
者
対
策
、

働
き
方
改
革
、
女
性
活
躍
促
進
の
推
進
を
、
2
．公
正
・
適
正
で
納
得

し
安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備
で
は
、
過
重
労
働
、
労

働
災
害
、
健
康
障
害
の
防
止
、
適
正
な
派
遣
事
業
の
運
営
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
を
、
3
．地
方
自
治
体
と
一
体
と
な
っ
た
雇
用
対
策
の

推
進
で
は
、
国
が
行
う
職
業
紹
介
事
業
等
と
地
方
自
治
体
が
行
う
業

務
の
一
体
的
実
施
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
引
き
続
き
業
務

運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。最

近
の
雇
用
情
勢
で
す
が
、
７
月
有
効
求
人
倍
率
は
１
・
６
２
倍

で
全
国
を
０
・
２
５
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
で

推
移
し
て
お
り
、
愛
知
県
の
雇
用
情
勢
は
緩
や
か
な
改
善
が

続
い
て
い
ま
す
。

有
効
求
人
数
は
約
14
万
人
で
横
ば
い
の
状
況
で
す
が
、
求

職
者
数
は
約
9
万
人
と
減
少
傾
向
に
あ
り
、
業
種
に
よ
っ
て

は
人
手
不
足
の
声
が
多
く
聞
こ
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
雇
用
情
勢
の
中
、
中
部
地
域
協
議
会
の
皆
様

方
を
は
じ
め
派
遣
業
界
の
方
々
に
は
、
国
の
雇
用
対
策
に
お

け
る
労
働
力
需
給
調
整
機
能
の
一
つ
と
し
て
、
大
変
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
労
働
者
派
遣
法
が
改
正
さ
れ
１
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
改
正
法
成
立
、
施
行
後
に
お
け
る
関
係
者
へ
の
周
知
等
に

つ
い
て
は
、ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

改
正
に
伴
う
雇
用
安
定
措
置
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
措
置
の
目

的
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
派
遣
労
働
者
へ
の
適
正
な
対
応
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

改
正
後
1
年
経
過
を
前
に
一
部
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
労
働
者
派
遣
事
業
の
許
可
基
準
に
つ
い
て
は
、
特
定
労

働
者
派
遣
事
業
を
営
ん
で
い
た
者
が
許
可
制
の
労
働
者
派
遣

事
業
に
移
行
す
る
場
合
の
ほ
か
、
新
規
に
労
働
者
派
遣
事
業

を
行
う
場
合
に
つ
い
て
も
、
小
規
模
派
遣
元
事
業
主
に
つ
い

て
資
産
要
件
を
軽
減
す
る
暫
定
的
な
配
慮
措
置
が
講
じ
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
新
規
に
労
働
者
派
遣
事
業
を
行
う
場
合
に

　

中
部
地
域
協
議
会
の
会
員
の
皆
様
を
始
め
、
関
係
各
位
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
、
当
協
会
及
び
地
域
協
議
会
の
諸
活
動
に

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

相
談
件
数
は
平
成
23
年
度
の
１
３
，５
７
６
件
を
ピ
ー
ク
に
減
少

傾
向
で
し
た
が
、
平
成
26
年
度
の
相
談
件
数
は
９
，３
８
０
件
（
対

前
年
比
１
０
７
％
）、
平
成
27
年
度
は
１
０
，８
３
７
件
（
対
前
年
比

１
１
６
％
）
と
増
加
し
て
お
り
ま
す
（
別
表
参
照
）。

こ
れ
は
、
改
正
派
遣
法(

平
成
27
年
9
月
30
日
施
行)

に
適
切
に

対
応
す
べ
く
、
皆
様
が
改
正
派
遣
法
及
び
労
働
関
係
諸
法
令
全
般
に

わ
た
っ
て
一
層
知
識
を
深
め
よ
う
と
相
談
さ
れ
た
結
果
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

最
近
の
相
談
内
容
の
傾
向

1 

派
遣
社
員
か
ら
の
相
談

昨
年
度
に
続
い
て
増
加
傾
向
で
す
。
中
で
も
労
働
契
約
に
関
す
る

相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
業
務
内
容
及
び
業
務
量
（
労
働
条
件
）、

労
働
時
間
（
36
協
定
含
む
）
の
相
違
等
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
当
初
の
説
明
と
業
務
内
容
が
違
う
。
残
業
が
な
い
は
ず

な
の
に
残
業
が
あ
る
。
ま
た
、
残
業
が
あ
る
と
聞
い
て
収
入
を
当

て
に
し
て
い
た
の
に
残
業
が
全
く
な
い
。
派
遣
先
が
仕
事
を
教
え

人
材
派
遣
業
に
於
け
る
最
新
の
状
況
に
つ
い
て

人
材
派
遣
業
に
於
け
る
最
新
の
相
談
状
況
に
つ
い
て

愛
知
労
働
局

需
給
調
整
事
業
部
長
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つ
い
て
、
平
成
28
年
9
月
30
日
以
降
の
許
可
申
請
は
、
小
規
模
事
業

主
に
係
る
配
慮
措
置
の
対
象
外
と
し
、
本
来
の
資
産
要
件
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
事
業
報
告
様
式
に
つ
い
て
も
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
資
す

る
教
育
訓
練
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
教
育
訓
練
の
対
象
と
な
る
派

遣
労
働
者
の
数
、
実
施
し
た
教
育
訓
練
の
実
施
時
間
数
や
受
講
者
数

の
報
告
を
明
確
に
す
る
等
を
内
容
と
し
た
様
式
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
年
度
事
業
報
告
に
は
大
変
ご
苦
労
い
た
だ
き
報
告
を
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
29
年
度
に
は
新
た
に
改
正
さ
れ
た
様
式

を
も
っ
て
報
告
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
願
い
ま

す
。労

働
者
派
遣
事
業
の
状
況
で
す
が
、
労
働
者
派
遣
事
業
所
数
は
、

景
気
の
緩
や
か
な
改
善
等
に
よ
り
、
平
成
23
年
度
以
降
前
年
度
末
ま

で
は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
法
改
正
以
降
は
、
特
定
労
働
者
派
遣
事

業
の
届
出
制
が
廃
止
さ
れ
全
て
が
許
可
制
と
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、

許
可
申
請
を
行
う
事
業
所
数
を
廃
止
等
の
事
業
所
数
が
上
回
る
な
ど

減
少
傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
こ
の
傾
向
は
続
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

事
業
運
営
状
況
で
す
が
、
平
成
26
年
度
事
業
報
告
、
平
成
27
年
6

月
1
日
現
在
の
状
況
報
告
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
派
遣
労
働
者
数
は

増
加
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
6
月
1
日
現
在
で
は
、
派
遣
労
働
者

数
は
、
約
11
万
6
千
人
で
前
年
度
比
8
・
６
％
増
加
し
て
お
り
、
特

に
一
般
派
遣
の
常
時
雇
用
労
働
者
数
に
つ
い
て
は
、
18
・
６
％
と
大

幅
な
増
加
で
、
全
国
の
15
・
４
％
を
3
・
2
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い

ま
す
。
業
務
別
に
お
い
て
も
製
造
業
務
、
専
門
業
務
は
、
約
11
％
と

大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

指
導
監
督
状
況
で
す
が
、
平
成
27
年
度
６
２
２
事
業
所
に
つ
い
て

指
導
監
督
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

改
正
法
に
係
る
周
知
を
第
一
に
進
め
た
と
こ
ろ
か
ら
、
事
業
所

数
に
つ
い
て
は
前
年
度
比
約
30
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
全
体
の
文

書
指
導
率
は
50
・
8
％
で
前
年
度
を
8
・
1
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、

派
遣
元
に
お
い
て
も
46
・
6
％
で
前
年
度
を
6
・
9
ポ
イ
ン
ト
上

回
る
も
の
で
、
依
然
と
し
て
高
い
指
導
率
で
し
た
。

指
導
事
項
は
、
就
業
条
件
の
明
示
、
派
遣
料
金
額
の
明
示
、
派

遣
元
管
理
台
帳
の
不
備
等
で
前
年
度
に
引
き
続
き
多
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、こ
の
点
に
つ
い
て
特
に
ご
注
意
願
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
当
部
と
し
て
は
改
正
労
働
者
派
遣
法
の

周
知
徹
底
を
行
い
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及

び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

貴
協
議
会
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
法
令
順
守
に
つ
い
て

十
分
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正

な
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

表 1　年度別労働者派遣事業所数の推移

表 2　平成 27 年度 派遣元是正指導の主な違反事例状況

0
1,000
2,000
3,000
4,000
5,000
6,000
7,000
8,000

一般派遣（旧）特定合計

27 年度26年度25年度24年度23年度22年度21年度20年度

6,6736,750 6,656 6,610 6,765 6,825 6,935 6,992

4,724 4,805 4,958 5,160 5,326 5,427 5,515 5,492

2,026 1,851
1,652 1,513

1,439 1,398 1,420

1,500

その他
17.0%

派遣元指針に
照らして
不適切なもの
16.8%

グループ企業に
対する派遣が
制限を超えている　
8.8%
マージン率等の情報提供が
されていない　8.8% 派遣契約内容に不備がある　8.8%

派遣先への通知が
されていない
9.9%

派遣元管理台帳に
不備がある
10.1%

派遣料金額の
明示がされていない
10.9%

就業条件の明示が
されていない
12.4%



て
く
れ
な
い
。
更
新
し
た
い
が
更

新
し
て
く
れ
な
い
。
派
遣
先
で
全

く
仕
事
が
な
く
暇
す
ぎ
る
。
有
給

休
暇
を
全
部
利
用
し
て
辞
め
た
い
。

途
中
退
職
し
た
い
が
違
法
？
休
業

手
当
や
損
害
賠
償
の
請
求
は
で
き

る
か
？
辞
め
た
後
ブ
ラ
ン
ク
な
し

で
働
き
た
い
が
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
？
等
の
相
談
で
す
。

ま
た
、
派
遣
先
で
の
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト（
い
や
が
ら
せ
、
明
ら

か
な
過
大
業
務
・
過
少
業
務
、無
視
、

ご
み
箱
を
蹴
る
、
机
を
叩
く
等
々
）

の
相
談
も
あ
り
ま
す
が
、
実
は
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
、
派
遣
先

に
は
相
談
し
づ
ら
い
の
で
、
派
遣

元
の
担
当
者
に
連
絡
を
し
て
み
た

が
話
を
聞
い
て
く
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
派
遣
元
の
担
当
者
に
我
慢

し
な
さ
い
と
言
わ
れ
た
等
、
派
遣

元
の
担
当
者
や
派
遣
会
社
（
窓
口

や
上
司
等
）
の
対
応
に
不
満
を
持

つ
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル

を
大
き
く
し
な
い
た
め
に
も
、
派

遣
元
の
担
当
者
は
、
派
遣
社
員
、

派
遣
先
、
双
方
の
話
を
十
分
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
て
事
実
関
係
を
整
理
し
、

客
観
的
事
実
に
基
づ
い
て
迅
速
丁

寧
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

な
お
、
派
遣
社
員
自
身
が
、
派
遣
法
お
よ
び
関
係
法
令
を
勉
強
し

た
上
で
内
容
確
認
す
る
た
め
に
ご
相
談
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

の
で
、
派
遣
元
の
皆
様
は
、
派
遣
社
員
が
納
得
さ
れ
る
ま
で
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
た
り
、
法
律
上
で
の
取
り
扱
い
等
を
説
明
し
た
り
、
派
遣

社
員
に
寄
り
添
っ
て
、
い
つ
で
も
相
談
い
た
だ
け
る
体
制
を
整
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
他
、
改
正
派
遣
法
施
行
後
に
は
、
事
業
所
単
位
と
個
人
単
位

の
違
い
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
同
じ
部
署
で
3
年
以
上
働
け
ま
す

か
？
等
の
質
問
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

2 

派
遣
元
か
ら
の
相
談

派
遣
契
約
書
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
項
目
内
容
（
書
き
方
）

に
つ
い
て
相
談
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
改
正
で
、
派
遣
契
約
書
に
は
、
派
遣
先
が
派
遣
労
働

者
を
雇
用
す
る
際
の
紛
争
防
止
措
置
に
つ
い
て
契
約
書
に
記
載
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
紹
介
手
数
料
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
削
除

す
る
よ
う
申
し
出
る
派
遣
先
も
あ
る
よ
う
で
す
。
紹
介
手
数
料
の
支

払
い
は
後
に
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
契
約

書
に
記
載
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。
ご
相
談
者
に
は

派
遣
法
改
正
か
ら
1
年
を
経
て

中
部
地
域
協
議
会

会　

長 

山

本　

光

子　

氏

昨
年
度
に
引
き
続
き
中
部
地
域
協
議
会
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
、
山
本
光
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り

協
議
会
運
営
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
昨
年
２
０
１
５
年
9
月
30
日
に
改
正
派
遣
法
が
施
行
さ
れ

て
か
ら
早
い
も
の
で
約
１
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
改
正
は
法
律
の
成
立
か
ら
施
行
ま
で
約
3
週
間
と
い
う
タ
イ
ト
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

派
遣
社
員
・
派
遣
先
企
業
の
皆
様
へ
の
改
正
法
の
制
度
の
趣
旨
、
政

省
令
や
指
針
の
内
容
の
周
知
等
、
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
に
相
当
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
費
や
し
た
こ
と
と
推
察
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
、
当
協
議
会
で
は
、「
派
遣
法
・
労
働
関
連
法
規
へ
の
対
応
」

と
「
派
遣
社
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
。「
派
遣
社
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
」
に
つ
い
て

は
、
派
遣
会
社
の
雇
用
元
と
し
て
の
責
任
が
よ
り
求
め
ら
れ
る
も
の

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
人
材
派
遣
協
会
が
開
発
し
4
月
20
日
か

ら
運
用
が
開
始
し
た
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ａ
キ
ャ

リ
ア
カ
レ
ッ
ジ
」
を
活
用
さ
れ
る
企
業
も
増
え
て
お
り
、
順
次
派
遣

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
ご
利
用
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
議
論
が
進
ん
で
お
り
ま
す
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
つ

い
て
も
12
月
に
厚
生
労
働
省
よ
り
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
出
る
見
込
み
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
協
議
会
と
致
し
ま
し
て
も
最
新
の
情
報
を
会

員
の
皆
様
と
共
有
し
適
正
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。こ

れ
か
ら
生
産
労
働
人
口
が
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
確
実
な
中

で
、
多
様
化
す
る
派
遣
社
員
と
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
結
び
つ
け
る
人
材

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
は
社
会
に
と
っ
て
更
に
不
可
欠
な
も
の
と
な
り
ま

す
。
誰
も
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
わ
せ
た
働
き
方
を
選
び
、
生
き

生
き
と
誇
り
を
持
っ
て
働
き
続
け
ら
れ
る
多
様
な
就
業
機
会
を
創
出

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
環
境
を
作
る
こ
と

が
、
持
続
的
に
成
長
可
能
な
活
力
あ
る
社
会
に
つ
な
が
り
、
私
た
ち

派
遣
会
社
は
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
会
員
の
皆
様
か
ら
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
な
が

ら
協
議
会
活
動
を
推
進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
何
卒
ご

協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

項
目
内
容
に
関
し
て
記
載
項
目
の
趣
旨
を
丁
寧
に
派
遣
先
に
説
明
し

納
得
し
て
い
た
だ
く
よ
う
促
し
ま
す
。

ま
た
、こ
の
た
び
の
法
改
正
で
、キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
制
度
の
「
段

階
的
か
つ
体
系
的
な
教
育
訓
練
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
何
を
し
た

ら
よ
い
の
か
の
質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
人
材
派

遣
協
会
で
は
、
会
員
企
業
の
派
遣
社
員
向
け
に
適
切
な
教
育
研
修
の

機
会
提
供
を
行
う
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
に
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

改
正
法
施
行
当
初
は
、
施
行
日
を
跨
い
だ
契
約
の
抵
触
日
と
改
正

法
の
関
係
、
事
業
所
単
位
の
派
遣
期
間
制
限
と
個
人
単
位
の
派
遣
期

間
制
限
の
違
い
、
労
働
契
約
申
込
み
な
し
制
度
等
の
質
問
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
派
遣
元
責
任
者
の
登
録
で
、
う
っ
か
り
前
回
の
受
講
日
か

ら
3
年
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
場
合
ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
か
と
の
相
談

も
あ
り
ま
す
。
平
成
21
年
10
月
に
派
遣
元
責
任
者
の
講
習
受
講
は
5

年
以
内
か
ら
3
年
以
内
に
変
更
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

3 

派
遣
先
か
ら
の
相
談

派
遣
先
か
ら
は
、
派
遣
契
約
に
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
契
約
事

項（
中
途
解
約
、損
害
賠
償
の
適
切
な
措
置
等
）や
、改
正
さ
れ
た
派
遣

期
間
制
限
に
つ
い
て
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

派
遣
社
員
に
派
遣
終
了
後
に
も
派
遣
で
就
業
し
て
も
ら
い
た
い

が
、
派
遣
元
を
変
え
て
続
け
て
い
た
だ
く
こ
と
は
可
能
か
？
紹
介
手

数
料
の
支
払
い
は
生
じ
る
か
？
ま
た
、派
遣
社
員
の
状
況（
遅
刻
や
就

業
態
度
の
怠
慢
な
ど
）を
ど
う
や
っ
て
派
遣
元
に
伝
え
た
ら
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
。
ス
キ
ル
不
足
で
派
遣
社
員
を
変
え
て
ほ
し
い
と
お

願
い
を
し
た
ら
、
派
遣
元
か
ら
残
り
期
間
の
派
遣
料
を
請
求
さ
れ
た

が
、こ
れ
は
支
払
う
べ
き
な
の
か
？
等
々
、
派
遣
元
、派
遣
先
間
で
の

十
分
な
話
し
合
い
が
必
要
だ
と
感
じ
ら
れ
る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
派
遣
先
と
日
ご
ろ
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
派

遣
法
を
は
じ
め
労
働
関
係
諸
法
令
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、派
遣
元
の
皆
様
か
ら
派
遣
先
に
説
明
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

中
部
地
域
協
議
会
の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
派
遣
社

員
の
就
労
支
援
に
留
意
し
な
が
ら
、
迅
速
な
マ
ッ
チ
ン
グ
等
に
ご
尽

力
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
存
じ
ま
す
が
、何
か
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ご
遠
慮
な
く
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

末
筆
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
当
協
会
相
談
セ
ン
タ
ー
の
よ
り
一
層
の
活
用
と
周
知

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
日
本
人
材
派
遣
協
会　

相
談
セ
ン
タ
ー　
　

9
：
30
〜
19
：
00　

月
〜
金
（
祝
日
、
年
末
、
年
始
を
除
く
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３-

３
２
２
２-

１
６
０
５

別表　労働者派遣事業アドバイザー相談状況

対象 平成 27 年度 前年比 (％ ) 平成 26 年度 前年比 (％ ) 平成 25 年度 前年比 (％ ) 平成 24 年度 前年比 (％ ) 平成 23 年度

派遣社員 2,482 128% 1,936 120% 1,618 106% 1,532 65% 2,363

派遣元 7,514 117% 6,426 102% 6,305 72% 8,773 89% 9,910

派遣先 473 90% 526 108% 489 96% 507 73% 695

その他 369 75% 492 131% 376 94% 402 66% 608

合計 10,837 116% 9,380 107% 8,788 78% 11,214 83% 13,576
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美

貴

�

旭
化
成
ア
ミ
ダ
ス
㈱

�

支
店
長

　
梅

田

浩

之

�

ア
デ
コ
㈱

�

東
海
第
２
営
業
部
長

　
田

中

久

司

�

㈱
サ
ン
ス
タ
ッ
フ

�

常
務
取
締
役

　
井

藤

　

浩

�

テ
ル
ウ
ェ
ル
西
日
本
㈱

�

総
合
人
材
サ
ー
ビ
ス
営
業
部　

部
長

　
田

村

富
美
子�

㈱
パ
ソ
ナ

�

執
行
役
員　

東
海
営
業
本
部
長

　
二
之
湯
　
弘

一

�

㈱
ビ
ー
ハ
ー
フ

�

支
店
長

　
佐

野

文

信

�

㈱
ベ
ル
キ
ャ
リ
エ
ー
ル

�

取
締
役

　
石

浦

嘉

朗

�

マ
ン
パ
ワ
ー
グ
ル
ー
プ
㈱

�

執
行
役
員　

東
海
・
北
陸
甲
信
統
括
部　

統
括
部
長

監
事
（
監
査
）

　
西

村

希
有
子�

東
栄
㈱

�

派
遣
営
業
部　

部
長

顧
問

　
牧

　

隆

弘

�

牧
Ｗ
Ｓ
Ｅ�

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ

�

代
表

平
成
27
年
度　

中
部
地
域
協
議
会
の
あ
ゆ
み

研　

修　

会

　　

第
46
回（
平
成
27
年
11
月
20
日
メ
ル
パ
ル
ク
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ
）

　
　
　

◎
参
加　

32
社　
〈
107
名
〉

　
　
　

◎
内
容
／
講
師

　
　
　
『
は
た
ら
く
カ
フ
ェ—

派
遣
法
改
正
に
よ
り

�

「
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
」「
ス
タ
ッ
フ
」
は
ど
う
変
わ
る
？—

』

�

（
派
遣
会
社
の
未
来
は
？
）

　
　
　
　

株
式
会
社　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

中
尾
憲
司　

氏

　
　
　

◎
終
了
後
懇
親
会
開
催　

参
加
31
社　
〈
97
名
〉

協
議
会
Ｐ
Ｒ
活
動

（1）　

報
道
関
係
者
向
け
懇
談
会

　
　
　

平
成
28
年
2
月
24
日

　
　
　
　
　
　

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
18
階
「
鈴
鹿
の
間
」

　
　
　

◎
参
加　
（
社
）日
本
人
材
派
遣
協
会

�

　
　
　

理
事　

大
原　

博
氏

　
　
　
　
　
　
　
〈
報
道
関
係
者
〉
3
社�

3
名
様

　（2）　�
定
時
総
会
・
研
修
会
の
記
録
・
報
告

平
成
28
年
度　

中
部
地
域
協
議
会
の
主
な
行
事

研
修
会
予
定

　
　

第
47
回（
平
成
28
年
10
月
28
日
メ
ル
パ
ル
ク
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ
）

　
　
　

◎
内
容
／
講
師

　
　
　
『
２
０
３
０
年
の
労
働
市
場
と
派
遣
事
業
の
役
割
』

�

リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所

�

労
働
政
策
セ
ン
タ
ー
長　

中
村
天
江
氏

　
　
　

◎
終
了
後
懇
親
会
開
催

「
地
域
の
ひ
ろ
ば
」
第
23
号
の
発
行

　
　

平
成
28
年
9
月
21
日
配
布
・
配
信
予
定

広
報
活
動

ロ
ビ
ー
活
動
や
マ
ス
コ
ミ
対
応
を
通
じ
て
、
労
働
者
派
遣
事

業
の
現
状
と
今
後
の
労
働
者
派
遣
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て

対
外
的
な
広
報
活
動
を
行
う
。

会
員
企
業
募
集
中

　

日
本
人
材
派
遣
協
会　

中
部
地
域
協
議
会
で
は
、
新
規
会
員
企

業
を
募
集
中
で
す
。
入
会
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問

合
わ
せ
下
さ
い
。

　
連
絡
先

　

日
本
人
材
派
遣
協
会　

中
部
地
域
協
議
会　

　
　

事
務
局　

山
本　

光
子

　
　
　
　
　
　

土
井　
　

剛

　
　

住
所　

名
古
屋
市
中
区
新
栄
町
1—

5��

栄
中
央
ビ
ル
6
Ｆ

　
　
　

テ
ン
プ
ス
タ
ッ
フ
株
式
会
社

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
五
二—

九
五
三—

五
〇
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
二—

九
五
三—

五
〇
〇
六

（
本
文
中
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

　
　

編
集
発
行
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
部
地
域
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
担
当　

田
中　

久
司

平
成
二
十
八
年
九
月
発
行

住
所　

〒
448–�
0858�　

刈
谷
市
若
松
町
一
丁
目
九
五
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
鉄
刈
谷
ビ
ル
3
Ｆ　

　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
五
六
六
（
二
四
）
二
七
〇
八


